教育 by 岡山大学農学部附属山陽圏フィールド科学センター,
教 育
1.1年次総合農業科学入門
2005年度前期 (専門基礎科目) ･必修 ･2単位
履 修 者 :152名
担当教員 :及川 ･斉藤 ･平井
実施場所 :岡山農場
6/13,6/20の2日間,同演習を履修した2つの学生 の紹介および田植え体験実習を岡山農場にて実施し
グループに対 して,山陽圏フィール ド科学センター た｡
2.1年次農場体験実習
2005年度前期集中 (専門基礎科目) ･選択 ･2単位
(農学部以外の学生にとっては教養教育科目となる)
履 修 者 :12名 (文2,教 1,法 2,理 2,歯 2,工 2,環 1)
担当教員 :及川 ･久保田 ･黒田 ･斉藤 ･福田
技術職員 :山奥他
実施場所 :岡山農場 ･津高牧場 ･八浜農場 ･本島農場
回 月 日 時 間 実 習 内 容 担 当 者
1 6.29 15:00 オリエンテーション
2 8.4 8:30-12:00 畑作 収穫作業
13:00-16:30 畑作 播種 ･定植
3 8.5 8:30-12:00 (津高牧場)和牛牧場での飼養管理
及川 ･福田
黒田
黒田
及川
13:00-16:30 (八浜農場)大規模乾田直播水田における雑草管理 斉藤
4 8.8 8:00-18:30
5 8.9 8:30-12:00
13:00-15:00
6 8.10 8:30-12:00
13:00-15･.30
15:30-16:30
(本島農場)カンキツの摘果
果菜類 ･花きの収穫
トマ トの管理
畑作 圃場管理
モモの接木
アンケー ト･レポート･片づけ
久保田 ･福田
久保田
久保田
黒田
福田
福田
本年は,補講期間を避けるために木曜日からスタ
ー トし,休日を挟むカリキュラムとなった｡いずれ
の実習日も,天候が優れ,気温が高かったものの,
休日があったため,受講生の疲労感は少ないようで
あった｡また,本年から新規に導入する実習項目と
して,本島農場におけるカンキツの摘果を検討した｡
高速艇代の実費負担を伴うため,オリエンテーショ
ンにおいて受講生に確認したところ,受講生は組み
込むことを了承した｡これによって4つの農場全て
を用いた実習を行うことが出来,様々な農業の側面
に触れることが出来たと受講生の評価も高かった｡
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3.2年次基礎農場実習Ⅰ･グループ別実習 (エダマメ)
2005年度前期 (専門基礎科目)･選択必修 ･2単位
履 修 者 :18名
担当教員 :吉野他
グループ別実習担当教員 :黒田 ･吉野
技術職員 :山奥他
実施場所 :岡山農場他
回 月 日 実 習 内 容 担 当 者
1 4.12
2 4.19
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オリエンテーション･グループ分け
果菜類の定植 (スイカ･ナス)
ムギ類の形態観察と交配操作
和牛の取扱いと草地の管理
水稲播種
サツマイモの定植
モモの摘果
タマネギの収穫
バレイショの収穫 ･サツマイモ
の管理
ブドウのジベレリン処理
バレイショの収穫 ･サツマイモ
の管理
和牛の管理
農協などの見学
水田管理 (八浜農場)
ネギの定植
農業用ロボットによる省力作業
アンケート･片付け他
及川 ･黒田 ･斉藤 ･吉野
･福田
吉田 ･山本
吉野
岸田 ･野久保 ･川畑
斉藤 ･多田
黒田 ･山奥 ･酒井
福田 ･近藤 ･永田
吉野 ･山本
黒田 ･山奥 ･酒井
久保田 ･近藤 ･永田
吉野 ･山奥 ･酒井
及川 ･野久保 ･川畑
小松
斉藤 ･多田
吉野 ･山奥 ･酒井
門田
吉野
グループ別実習 :エダマメを栽培し,生育観察 ･収量調査を行った｡
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4.2年次基礎農場実習Ⅰ･グループ別実習 (果樹)
2005年度前期 (専門基礎科目)･選択必修 ･2単位
履 修 者 :17名
担当教員 :吉野 ･福田他
グループ別実習担当教貞 :福田
技術職員 :山奥他
実施場所 :岡山農場他
回 月 日 実 習 内 容 担 当 者
1 4.12 オリエンテーション･グループ分け
2 4.19 果菜類の定植 (スイカ,ナス)
キクの挿し芽と定植
3 4.26 和牛の取扱いと草地管理
4 5.10 水稲播種
5 5.17 モモの摘果
タマネギの収穫
6 5.24 サツマイモの定植
7 5.31 バレイショの収穫 ･サツマイモの管理
スイカの整枝
8 6.7 ブドウのジベレリン処理
ナスの整枝
9 6.14 ブドウの摘粒
10 6.21 和牛の管理
11 6.28 農協などの見学
12 7.5 水田管理 (八浜農場)
13 7.12 カキの摘果
14 7.19 農業用ロボットによる省力作業
スイカの収穫
15 7.26 モモの接ぎ木
アンケート･片づけ他
及川 ･黒田 ･斉藤 ･吉野
･福田
吉田 ･山本
後藤 ･山本
岸田 ･野久保 ･川畑
斉藤 ･多田
久保田 ･近藤 ･永田
久保田 ･山本
黒田 ･山奥 ･酒井
黒田 ･山奥 ･酒井
吉田 ･山本
久保田 ･近藤 ･永田
村上 ･山本
福田 ･近藤 ･永田
及川 ･野久保 ･川畑
小松
斉藤 ･多田
福田 ･近藤 ･永田
門田
吉田 ･山本
福田 ･近藤 ･永田
福田
グループ別実習では,ブ ドウ デ`ラウェア'と
ピ`オーネ'の栽培管理を行った｡4グループに分
かれて,主枝単位で分担した｡ デ`ラウェア'につ
いては,ジベレリン処理 1回目の適期がゴールデン
ウイークと重なり,無核化はうまくいかなかったが,
収穫前の天候が良好であったため,糖度がきわめて
高く,食味は満足できた｡ ビ`オ-ネ'については,
多くのグループで,着粒数が多く,着色,糖度とも
に不良であった｡着粒数を少なくした果房と,糖含
量,着色程度および果房の外観が大きく異なること
を知り,着粒数の管理の重要性を理解した｡
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5.2年次基礎農場実習Ⅱ･グループ別実習 (秋野菜)
2005年度後期 (専門基礎科目)･選択必修 ･2単位
履 修 者 :14名
担当教員 :黒田 ･吉野他
グループ別実習担当教員 :黒田 ･吉野他
技術職員 :山奥他
実施場所 :岡山農場他
回 月 日 実 習 内 容 担 当 者
1 10.3 オリエンテーション･グループ分け
2 10.17 水稲収穫
3 10.25 カキの収穫 ･脱渋
4 10.31 タマネギの定植
5 11.7 畑作管理
6 11.14 キクの芽かき
イチゴの整枝
7 11.28 サ トイモの収穫 ･貯蔵
8 12.5 畜産農家の見学
9 12.12 草地の管理
10 12.19 和牛の審査
11 1,10 水稲収量調査
イチゴの収穫
12 1.16 ブドウの努定
カキ ･モモの暫定
13 1.23 家禽類の飼育舎管理
14 1.30 農業用機械の構造と操作
セル播種
15 2.6 レポー ト･アンケート･飼育舎の管理
黒田 ･斉藤 ･及川 ･吉野
斉藤
福田 ･近藤 ･永田
村上 ･山本
黒田 ･山奥 ･酒井
後藤 ･山本
吉田 ･山本
福田 ･山奥 ･酒井
岸田
岸田 ･野久保 ･川畑
及川 ･野久保 ･川畑
斉藤
吉田 ･山本
久保田 ･近藤 ･永田
福田 ･近藤 ･永田
及川 ･佐藤 (勝)
難波
後藤 ･山本
及川 ･佐藤 (勝)
グループ別実習 :前年度に引き続き,課題を ｢ホ
ウレンソウの生育収量におよはす栽植密度の影響｣
として行った｡履修者10名がそれぞれ試験区 (租植
区 ･審植区各 1m)を設定し,栽培を行った｡観
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察 ･作業日誌の記録,収穫期における密度間比較の
レポートを課した｡また,携帯電話を用いたデジカ
メ写真の記録撮影も行い,電子メディアによるアル
バムを投出させてコメントを加えた｡
6.2年次基礎農場実習Ⅳ･グループ別実習 (家禽)
2005年度後期 (専門基礎科目)･選択必修 ･2単位
履 修 者 :7名
担当教員 :及川他
グループ別実習担当教員 :及川
技術職員 :山奥他
実施場所 :岡山農場他
回 月 日 実 習 内 容 担 当 者
1 10.3 オリエンテーション･グループ分け 黒田･斉藤 ･及川 ･吉野
2 10.17 水稲収穫
3 10.25 カキの収穫 ･脱渋
4 10.31 タマネギの定植
5 11.7 畑作管理
6 11.14 キクの芽かき
イチゴの整枝
7 11.28 サトイモの収穫 ･貯蔵
8 12.5 畜産農家の見学
9 12.12 草地の管理
10 12.19 和牛の審査
11 1.10 水稲収量調査
イチゴの収穫
12 1.16 ブドウの労走
カキ ･モモの勢定
13 1.23 家禽類の飼育舎管理
14 1.30 農業用機械の構造と操作
セル播種
斉藤
福田 ･近藤 ･永田
村上 ･山本
黒田･山奥 ･酒井
後藤 ･山本
吉田 ･山本
福田･山奥 ･酒井
岸田
岸田 ･野久保 ･川畑
及川 ･野久保 ･川畑
斉藤
吉田 ･山本
久保田･近藤 ･永田
福田 ･近藤 ･永田
及川 ･佐藤 (勝)
難波
後藤 ･山本
15 2,6 レポート アンケート･飼育舎の管理 及川 ･佐藤 (勝)
グループ別実習では,7名の学生が家禽班を希望
し,ウズラの飼育実習を行った｡実習では,原則と
して7人で土 ･日曜日を除く毎日,午前と午後の1
日に2回飼養管理を担当する体制で実施した｡学生
による飼育は10月14日の卵の貯卵器への人卵から開
始され,1月23日の解体処理,2月6日の研究発表
まで行った｡実験区は,ノーマル,ブラウンの羽裳
による雌雄鑑別が可能な系統を用いて魚粉の代替え
飼料としてのカイガラムシ残連の飼料評価および炭
の添加がウズラの成長に及ぼす影響について実験を
行った｡雛が酵化した時点では,雛と卵の調査から
醇化率,死ごもり率,死亡率を記録した｡飼育期間
中には,毎E]柴死数,産卵数を記録した｡また,2
週間おきに体重を記録した｡解体時には屠体重量,
臓器重量を記録した｡冷凍保存していた屠体および
卵を使って燥製づくりの実習を後日実施した｡学生
アンケートの結果,充実した実習であったとの評価
が得られた｡TAの任用が行われたが,約300羽のウ
ズラを飼育したため,やや過重な内容であった｡
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7.2年次農家体験実習
205年度前期集中 (専門科目) ･選択 ･2単位
履 修 者 :25名 (農学部24,文学部1)
担当教員 :岸田芳朗
2005年度は2004年度のおよそ2倍となる25名の学
生が履修した｡昨年同様,開講にあたっては,学生
の希窒,受入先農家の交渉と日程等に関する調整を
行った｡そして,8月～9月の夏季休暇中の8月1
日～5日,8月6日～10日,8月8日～12日,8月
22日～26日,8月28日～9月1日,9月11日～14日
に,9班に分かれた学生は受入先の農家で実習に励
んだ｡受入先農家の経営形態は,果樹,稲作,和牛,
乳用牛等と多岐に渡っていた｡受入先農家で学生は,
果樹の栽培や牛の飼育管理だけでなく,ふれあい市
場で果実の販売にかかわり,岡山県家畜市場におい
て黒毛和種子牛のセリに参加する等,大学のかノキ
8.3年次作物集中実習
2005年度前期集中 (専門科目) ･選択 ･1単位
履 修 者 :3名
担当教員 :吉野 ･久保田･黒田･後藤 ･福田
技術職員 :山奥他
実施場所 :岡山農場他
ユラムにない貴重な経験を積むことが出来た｡なお,
学生には野帳を配布し,実習中における作業内容や
感想を記録させ,健康状態をチェック出来るように
配慮した｡また,担当教員と農家とが連絡を取り合
いながら学生の状況を把握し,各班の巡回指導も実
施した｡夏季休暇中に担当教員が実習に費やした日
数は21日であった｡
野帳と授業アンケートから,受講学生は作業や受
入先での暮らしを通じて,農家の経営に対する理念
や生き様にも触れることができ,地域農業に対する
見方も深まり,有意義な5日間を過ごしていること
が伺えた｡また,農家の学生に対する評価も高く,
すべての農家が次年度も受入を希望した｡なお,開
講して3年目の実習を25名の学生が履修し日程調整
等の問題も心配された｡しかし,受入農家の全面的
な協力により,事故もなく無事に終了することが出
来た｡次年度へ向けて,受入人数の検討や担当教員
の体制作りの改善が課題として残された｡
回 月 日 時 間 実 習 内 容 担 当 者
1 9.20
2 9.21
3 9.22
8:30-8:40 オリエンテーション
8:40-10:30 ブドウの収穫 ･調整
10:30-12:0 イチゴの定植
13伽116:30 測量基礎 ･ビニールハウス建設 黒田･吉野
8:50-11:45 生花卸売市場見学 後藤
13:0-16:30 ビニールハウス建設 黒田･吉野
8:30-12:0 播種,ビニールハウス建設 黒田･吉野
13:CK)-16伽 間引き,植え付け 久保田
16:(カー17伽 レポート･片づけ 黒田
本年は,3日間に凝縮して,作物集中実習を行っ
た｡収穫した色々なブドウ品種の食味の違いや花市
場の見学を通した青果物の流通に触れることが出来
た｡また,ビニールハウスの建設では,測量から始
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めてほとんど完成に至るまでを体験することができ
た｡これらの内容に,学生は十分な満足感を得たよ
うであった｡
9.3年次牧場実習
2005年度選択 (専門科目) ･前期集中･単位互換実習 ･2単位
履 修 者 :22名 (岡山大学15,島根大学5,鳥取大学2)
担当教員 :及川他
技術職員 :野久保 ･川畑
実施場所 :津高牧場
回 月 日 実 習 内 容 担 当 者
1 9.5
12:00-12:30
12:30-13:00
13:00-14:00
14:00-17:00
17:00-18:30
2 9.6
8:30-11:30
12:30-17:00
17:00-18:30
3 9.7
8:30-11:30
12:30-17:00
17:00-18:30
4 9.8
8:30-11:30
12:30-17:00
5 9.9
8:30-11:30
13:00-14:30
15:30
開講式
バス移動
オリエンテーション
機械実習 ･畜舎実習
21世紀の畜産経営
直腸検査の基礎と応用 ･畜舎実習
飼料の貯蔵と利用 ･畜舎実習
繁殖制御技術の進歩
乳の加工検査法 ･畜舎実習
人工授精と受精卵移植の基礎
畜舎実習
草食動物の消化管機能
草地の管理 ･畜舎実習
和牛の衛生管理 ･畜舎実習
和牛の審査 ･畜舎実習
牛の品種と遺伝的特性
開講式､バス移動
及川
及川
岸田･野久保 ･川畑
横溝
奥田 ･野久保 ･川畑
西野 ･野久保 ･川畑
丹羽
宮本 ･野久保 ･川畑
舟橋
野久保 ･川畑
坂口
岸田･野久保 ･川畑
近藤 ･阿部 ･野久保 ･川畑
及川 ･野久保 ･川畑
佐藤 (勝)
及川
今年度の牧場実習は岡山大学､島根大学および鳥
取大学からの参加者を合わせて22名の人数で行っ
た｡実習終了後の実習に対する感想をみると､実習
に対する満足度が高かった｡今年も2年連続で､実
習期間中に台風に見舞われたため､一部の野外実習
を室内に変更して実施した｡今年は牧場作業を体験
したいという志向が強いように思われた｡
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